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● 今月の主な内容
● 本庄市マスコット はにぽん 誕生！
● 本庄市人事行政の運営などの状況を公
　 表します
● 11月は「ねんきん月間」です
● 保育園入園児童の受付を始めます
● 本庄拠点地域発の映画製作が始動

まちのデータ（2010.10.1 現在）
人　口　　81,685（−　25）
　男　　　40,569（−　10）
　女　　　41,116（−　15）
世帯数　　32,666（− 　 1）

　（　）内は前月との比較

表紙写真：10 月 11 日、本庄総合公園市民球
場で「スポレクフェスタ２０１０」が行われま
した。写真は『パン食いフェスタ』の様子です。
当日は 30 度近い気温となりましたが、秋晴れ
の中、たくさんの人がスポーツを楽しんでいま
した。

わ〜！どのパンにしようかな



（注）１　職員数は、教育長を含む一般職に属する職員数です。
　　　２　〔 　　〕内は、条例定数の合計です。
　　　

（注）１　職員数は、教育長を除いた一般職に属する職員数です。
　　　２　本庄市では、適正な職員配置に配慮しながら定員の適正
　　　　　化を図っていくため、「本庄市定員適正化計画」（平成19
　　　　　年度〜平成23年度）を策定し、適性化を進めています。

（注）１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共
　　　　　済費、非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等
　　　　　をいいます。
　　　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理す
　　　　　る事業の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的
　　　　　な基準で整理して比較できるようにした統計上の会計区
　　　　　分をいいます。

（注）１　この表では、普通会計決算統計の給与費とは異なり、常
　　　　　勤の一般職の職員に支給する給料及び職員手当（退職手
　　　　　当を除く。）の実支給額を表しています。
　　　２　職員数は、平成21年４月１日現在の、教育長を除いた普
　　　　　通会計に属する一般職の人数です。　

区分

部門

職　員　数
対前年
増減数

主な増減
理由平成20年 平成21年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 7 7 0
総 務 123 127 4 体制強化・業務増
税 務 50 48 △ 2 事務の統廃合縮小
民 生 111 108 △ 3 事務の統廃合縮小
衛 生 38 34 △ 4 事務の統廃合縮小
労 働 2 2 0
農林水産 18 18 0
商 工 5 5 0
土 木 63 61 △ 2 事務の統廃合縮小

計 417 410 △ 7
教育部門 74 65 △ 9 事務の統廃合縮小
消防部門 — — —
小　計 491 475 △ 16

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水 道 22 17 △ 5 事務の統廃合縮小
下水道 16 14 △ 2 事務の統廃合縮小
その他 33 34 1 業務増
小 計 71 65 △ 6

合　　計 562
〔620〕

540
〔620〕

△ 22
〔0〕

事務職 技術職 技能
労務職 全職員

定年退職 ８（０）４（１）４（２）16（３）
勧奨退職 10（４）２（２）０（０）12（６）
自己都合退職 ３（２）０（０）０（０）３（２）
その他（死亡、
免職、失職） １（０）０（０）０（０）１（０）

退職者計 22（６）６（３）４（２）32（11）

一般事務 保健師
９（２） ２（２）

平成18年４月
１日職員数

平成23年４月
１日職員数 純減数 純減率

588人 541人 △47人 △7.99％

住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（B/A）

人
79,217

千円
25,214,662

千円
1,776,338

千円
4,413,815

％
17.5

職員数
（Ａ）

給与費 １人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人
478

千円
1,941,526

千円
312,773

千円
767,870

千円
3,022,169

千円
6,323

区　分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額

一般行政職（※） 44.3歳 346,280 円 410,938 円

区　分 本庄市

一般行政職（※）
大学卒 178,800 円
高校卒 149,800 円
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　⑶　部門別職員数の状況と主な増減理由

　⑵　職員の退職の状況（平成21年度）

　⑷　定員管理の数値目標
　平成18年４月１日から平成23年４月１日における定
　員管理の数値目標 　⑴　職員の採用の状況（平成21年度）

　⑴　人件費の状況（平成21年度普通会計決算）

　⑵　職員給与費の状況（平成21年度普通会計決算）

　⑷　職員の初任給の状況

　⑶　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与
　　　月額の状況

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）
（各年４月１日現在）

１　職員の任免および職員数に関する状況
※（ ）内は女性数であり内書きです。

２　職員の給与の状況

本庄市人事行政の運営などの状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成21年度の市職員の採用・退職・給与・勤務時間その
他の勤務条件・研修などの状況について、次のとおり公表します。なお、詳しい情報は市ホームページをご
覧ください。※特に記述のないものは、平成21年４月１日現在の状況です。　　

★行政管理課☎�１１６０

本庄市人事行政の運営などの状況を公表します



（注）　国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年
　　　　度から支給率を 段階的に引き上げることとしています。
　　　　なお、本庄市では、平成22年４月１日より、支給率０％と
　　　　なっています。

（注）　本庄市では、平成22年４月１日より、住居手当のうち（新
　　　　築５年まで4,500円）について廃止となっています。

（※）一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員
　　　給与実態調査等において職種を区分する際に用いられ
　　　るもので、企業職、技能労務職、教育職を除いた職員
　　　をいいます。

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21年度に退職し
　　　た職員に支給された平均です。

（注）１　本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　　　　　数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表
　　　　　的な職務です。 

支給実績（平成21年度決算） 115,322 千円
支給職員１人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 213,955 円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度
（支給率）

全域 ５％ ５３９人 ０％

手当名 扶養手当 住居手当 通勤手当 管理職手当

内容及び支
給単価

（月額）

配偶者
13,000 円、
子等
6,500 円

借家 : 限度額
27,000 円
持家 :
3,500 円

（新築５年ま
で 4,500 円）

鉄道 : 運賃相
当額（限度額
55,000 円）
自動車等 :
２ ㎞ 以 上 か
ら支給

職により
８〜 12％

国の制度と
の異同 同 (借家)

同
(持家)
異 同 異

国の制度と
異なる内容 — 支 給 期 間

等 — 支給率

支 給 実 績
（平成21年
度決算）

千円
67,821

千円
31,442

千円
19,195

千円
63,141

支給職員１
人当たり平
均支給年額
（平成21年
度決算）

円
218,778

円
90,611

円
45,702

円
444,654

支給実績（平成21年度決算） 57,179千円
職員１人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 153千円

支給実績（平成21年度決算） 203千円
支給職員１人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 22,520円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成21年度） 1.67％

手当の種類（手当数） ４種類

本　庄　市 国
（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２〜 20％加算）

（退職時特別昇給　　　　—　　　　）
１人当たり平均支給額
　　　　　11,355 千円　　26,149 千円

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２〜 20％加算）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 部長・局長・参事 12人 3.0％

６級 課長・副参事 44人 11.0％

５級 課長補佐・主幹 68人 16.9％

４級 係長・主査 151人 37.7％

３級 主任・主事・技師 85人 21.2％

２級 主事・技師 33人 8.2％

１級 主事補・技師補 ８人 2.0％

本　庄　市 国

１人当たり平均支給額
（平成21年度）

1,594千円
—

（平成21年度支給割合） （平成21年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.75月分 1.40月分 2.75月分 1.40月分
（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　　５〜20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　　５〜20％
・管理職加算　10〜25％
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　⑻　地域手当

　⑺　退職手当

　⑾　その他の手当

　⑽　時間外勤務手当

　⑼　特殊勤務手当

　⑸　一般行政職（※）の級別職員数の状況

　⑹　期末手当・勤勉手当



（注）１　給料について、市長は10％、副市長は5％の減額措置
　　　　　を行っています。給料の欄の(　)内は、減額措置を行
　　　　　う前の金額です。
　　　２　期末手当について、市長は20％、副市長は10％の減
　　　　　額措置を行っています。
　　　３　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料
　　　　　月額及び支給率に基づき、１期（４年＝ 48 月）勤め
　　　　　た場合における退職手当の見込額です。
　　　４　類似団体とは「類似団体別職員数の状況」（総務省調べ）
　　　　　において、本庄市と人口規模、産業構造が類似している
　　　　　団体を指しています。

（注）１　育児休業は、３歳に満たない子を養育するため、子が
　　　　　３歳に達するまでの期間を限度として服務に従事しな
　　　　　いことを可能とする制度で、育児休業をしている期間
　　　　　の給与は支給されません。
　　　２　部分休業は、小学校就学前の子を養育するため、子が
　　　　　小学校就学の始期に達するまでの期間を限度として１
　　　　　日の勤務時間のうち２時間を超えない範囲について服
　　　　　務に従事しないことを可能とする制度で、部分休業を
　　　　　した期間の給与は減額されます。

区分 給料月額等

給
料

本庄市 （参考）類似団体にお
ける最高 / 最低額

市 長 801,000円
（890,000円）

1,007,000円
/579,600円

副市長 718,200円
（756,000円）

817,000円
/552,000円

報
酬

議 長 425,000円 690,000円
/359,000円

副議長 374,000円 620,000円
/295,800円

議　員 353,000円 560,000円
/273,500円

期
末
手
当

（平成21年度支給割合）
市 長 4.1月分（20％減額あり）
副市長 4.1月分（10％減額あり）
（平成21年度支給割合）
議 長 3.9月分
副議長 3.9月分
議 員 3.9月分

退
職
手
当

市 長

（算定方式）
890,000円×48月×0.35×1.15

（１期の手当額）
17,194,800円

（支給時期）
任期毎

副市長

（算定方式）
756,000円×48月×0.21×1.15

（１期の手当額）
8,763,552円

（支給時期）
任期毎

勤務時間
１週間の勤務時間　38時間45分
（国：１週間　38時間45分）
１日の勤務時間
午前８時30分から17時15分まで

休憩時間 12時から13時まで

区　　分 コース数 延べ人数
児玉郡市広域市町村圏組合研修 12 コース 160 人
自治人材開発センター研修 ４コース 12 人
埼玉県総合技術センター研修 ５コース ６人
全国建設研修センター研修 １コース １人
自治大学校 １コース １人

合　計 23 コース 180 人

休業の種類 育児休業 部分休業
休業者の内訳 うち新規 うち新規
取得者合計 16 人 11 人 ２人 １人

うち女性 16 人 11 人 ２人 １人
うち男性 ０人 ０人 ０人 ０人

平均取得日数
8.82 日

休暇の種類 給与 概　要
年次有給
休暇　　 有給 １の年につき20日（最大20日を翌

年に繰り越し）

病気休暇 有給
負傷又は疾病のため療養する必要
がある場合に、療養のため勤務し
ないことがやむを得ないと認めら
れる必要最小限度の期間

特別休暇 有給 出産の場合、忌引の場合、結婚の
場合など

介護休暇 無給

負傷、疾病又は老齢により２週間
以上にわたり親族を介護するため
に、勤務しないことが相当である
と認められる場合に、６月以内の
必要と認められる期間

組合休暇 無給 職員団体の業務又は活動に従事する
場合に、１の年につき30日以内

分限処分
免職 降任

休職
降給

病気 起訴
０人 ０人 ２人 ０人 ０人

懲戒処分
免職 停職 減給 戒告
０人 ０人 ０人 １人

区　　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件
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　⑿　特別職の報酬等の状況

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　⑴　勤務時間の概要

５　職員の研修の状況（平成21年度）

６　公平委員会の業務の状況（平成21年度）

　⑷　育児休業等の取得状況（平成21年度）

　⑶　年次有給休暇の取得状況（平成21年度）

　⑵　休暇制度の概要・種類等

４　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成21年度）
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平
成
22
年
市
議
会

　
　
　
　

第
３
回
定
例
会

　

平
成
22
年
市
議
会
第
３
回
定
例

会
が
、
９
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
４
、
７
１
１
万
円
を
追
加

し
、
２
５
２
億
９
、
１
１
５
万
円

と
す
る
『
平
成
22
年
度
本
庄
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）』、

平
成
21
年
度
の
本
庄
市
の
決
算
認

定
を
求
め
る
『
平
成
21
年
度
本
庄

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
』
な
ど
25
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
条
例
案
及
び
補

正
予
算
案
な
ど
13
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
決
算
認
定
に
係

る
12
議
案
が
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
と
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
各
氏

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
丸

山
久
夫
氏
＝
児
玉
町
高
関
＝
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
任
し
た
田
島
勇
八
氏

に
代
わ
り
永
尾
斎
二
氏
＝
児
玉
町

児
玉
＝
が
、
新
た
に
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
あ
わ
せ
て
、
平

成
22
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

期
間

　

11
月
９
日
㈫
～
15
日
㈪

重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

　

止
対
策
の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

○
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

　

た
取
組
の
推
進

○
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

　

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　

設
置
し
ま
し
た
か
？

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
、
市
内
に

あ
る
す
べ
て
の
住
宅
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
基
準
の
詳
細
は
、
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.kodam

akoui
ki.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　

消
火
器
等
の
悪
質
な

　
　

訪
問
販
売
・
点
検
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
!! 　

　

消
防
職
員
を
か
た
っ
て
一
般
家

庭
に
訪
れ
、
消
火
器
の
販
売
や
点

検
を
行
う
と
い
っ
た
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販
売

　

及
び
あ
っ
旋
は
一
切
し
て
い
ま

　

せ
ん
。

○
消
防
署
で
は
、
一
般
家
庭
に
消

　

火
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

　

す
が
、
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

○
一
般
家
庭
で
は
、
薬
剤
の
詰
め

　

替
え
義
務
や
使
用
期
限
の
制
限

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら

○
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
。

○
申
し
込
み
や
購
入
を
安
易
に
し

　

な
い
で
、
そ
の
場
で
は
っ
き
り

　

断
る
。

○
預
か
り
書
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

　

書
面
に
も
サ
イ
ン
し
な
い
。

○
脅
迫
的
な
行
動
が
あ
っ
た
と
き

　

は
警
察
に
通
報
す
る
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防
課
☎
�
４
６
５
４

　先の戦争において亡くなられた市
内出身１，３７０余柱の冥福を祈る
戦没者追悼式が10月７日、市民文化
会館で挙行されました。
　追悼式では、ご遺族をはじめ関係
者による追悼の言葉、献花など戦没
者に哀悼と敬意の意をささげ、恒久
平和への祈念を行いました。

「消したかな」　あなたを守る　合言葉
（平成22年度全国統一防火標語）

本庄市戦没者追悼式

人権擁護委員
丸山 久夫 氏

市 民 カ メ ラ マ ン
竹内美江さん撮影

人権擁護委員
永尾 斎二 氏
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私
は
年
金
を
受
け
取
れ
る

の
で
し
ょ
う
か

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
間
に
、
次
の
①
～
③

の
合
計
が
25
年
（
３
０
０
月
）
以

上
あ
る
人
が
、
65
歳
か
ら
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

　

年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期

　

間
②
保
険
料
免
除
制
度
・
学
生
納
付

　

特
例
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

制
度
の
該
当
期
間

※
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

③
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
期
間
【
厚
生
年

　

金
等
の
加
入
者
の
配
偶
者
で
、

　

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間（
昭

　

和
61
年
３
月
以
前
）
な
ど
】

60     
歳
に
な
っ
た
と
き
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か

　
「
高
齢
任
意
加
入
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
任
意
加
入
制
度
に
は
60
歳

の
誕
生
日
前
日
か
ら
加
入
で
き
、

申
し
込
み
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
で
き
ま
す
。

　
「
あ
と
数
年
加
入
す
れ
ば
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
の
に
…
」
と
い

う
場
合
や
、「
こ
れ
ま
で
に
未
納

期
間
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
も
ら
え

る
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
付

け
た
い
」
と
い
う
場
合
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
65
歳
ま
で
高
齢
任
意
加

入
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納

付
し
て
も
受
給
資
格
が
満
た
さ
れ

な
い
人
は
、
さ
ら
に
特
例
で
70
歳

ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
受
給
権
が
発
生
し

た
時
点
で
資
格
は
喪
失
と
な
る
ほ

か
、
保
険
料
納
付
の
免
除
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
は
い
く
ら

も
ら
え
ま
す
か

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
保
険

料
免
除
等
承
認
期
間
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

　

仮
に
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
を
す
べ
て
納
付
し

た
場
合
、
受
給
で
き
る
老
齢
基
礎

年
金
は
年
額
７
９
２
、
１
０
０
円

（
平
成
22
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
方
法
は
あ
り
ま
す
か

　
「
付
加
年
金
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
が
、
毎
月

の
国
民
年
金
保
険
料
に
月
額
４
０

０
円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
付
加
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

付
加
年
金
と
し
て
受
給
す
る
金

額
（
年
額
）
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
２
０
０
円
を
乗
じ

た
金
額
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
付
加
年
金
制
度
に
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

保険料の支払い等
①国民年金・厚生年
　金・共済年金保険
　料納付期間
※最長40年
②保険料免除制度・
　学生納付特例制
　度・若年者納付猶
　予制度の該当期間
③カラ期間

老齢基礎年金
792,100円（年額）

60歳までに25年（300月）に満たない
場合、高齢任意加入制度が利用可能

◇繰り上げ支給…65歳以前から老齢基礎
　年金を受給（受給額減額）
◇繰り下げ支給…66歳以降老齢基礎年金
　を受給（受給額増額）

✚

✚

20〜60歳
国民年金加入期間

65歳〜
老齢基礎年金受給期間

付加保険料
（月額400円）

付加年金（年額）
200円×付加保険料
を納めた月数

11月は「ねんきん月間」です
年金への理解を深めましょう

毎年 11 月は「ねんきん月間」です。今回は、国民年金
に加入している人が受け取る老齢基礎年金についての
「年金受給Ｑ＆Ａ」と「よくある質問Ｑ＆Ａ」をお知ら
せします。

★市民課年金保険係☎�１１１４
　市民福祉課市民係☎�１３３１（内線３３３）
　熊谷年金事務所☎０４８－５２２－５１５８

年
金
受
給
Ｑ
＆
Ａ

①〜③の合計が
25年（300月）を
超える

ご確認ください！

年金受給までの流れ
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年
金
を
も
ら
う
に
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す
か

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が

あ
る
人
に
は
、「
裁
定
請
求
書
」
が

年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

届
い
た
裁
定
請
求
書
を
持
参
の

う
え
受
給
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

送
付
時
期

○
厚
生
年
金
加
入
期
間
が
１
年
以

　

上
あ
る
人

　

…
60
歳
に
な
る
月
の
３
か
月
前

○
厚
生
年
金
期
間
が
１
年
未
満
の

　

人
、
国
民
年
金
期
間
の
み
の
人

　

…
65
歳
に
な
る
月
の
３
か
月
前

《
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
》

　

市
の
窓
口
で
手
続
き
で
き
る
の

は
、
第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
み

の
人
で
す
。
第
３
号
被
保
険
者
期

間
や
厚
生
年
金
期
間
が
あ
る
人
は
、

年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

65     
歳
に
な
る
前
に
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か

　

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。（
＝
繰
り
上
げ
支
給
）

　

た
だ
し
、
障
害
に
な
っ
て
も
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
い
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
、
請
求
す
る
際
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
年
金
を
請

求
す
る
と
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ

て
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。（
＝
繰
り
下
げ

支
給
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年
金
手
帳
を
紛
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か

　

年
金
手
帳
の
再
交
付
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
次
の
場
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
国
民
年
金
へ
の
加
入
状
態
に
よ
っ

て
受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　

農
業
、
自
営
業
者
、
学
生
、
フ

リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
な
ど

受
付　

市
の
窓
口
又
は
熊
谷
年
金

　

事
務
所

○
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

受
付　

勤
務
先

○
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

受
付　

配
偶
者
の
勤
務
先

25     
年
以
上
年
金
保
険
料
を
納

め
て
会
社
を
早
期
退
職
し
た

場
合
、
国
民
年
金
に
は
加
入

し
な
く
て
も
い
い
で
す
か

　

20
歳
以
上
60
歳
以
下
で
日
本
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
会
社
を
退
職
＝
厚
生
年
金
の

資
格
を
喪
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る

書
類
」
を
持
参
の
う
え
市
の
窓
口

で
国
民
年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
基
礎
年
金

額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
無

駄
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

11     
月
３
日
が
65     
歳
の
誕
生

日
で
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
は
い
つ
か
ら
も
ら
え
ま

す
か

　

誕
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
12
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
日
生
ま
れ
の
人
に

つ
い
て
は
、
誕
生
月
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か

　

住
民
票
の
住
所
変
更
と
は
別
に
、

年
金
の
住
所
変
更
の
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
住
所
変
更
用
紙
は

市
役
所
及
び
年
金
事
務
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
共
済
年
金
加
入
者
は
、
各
共
済

組
合
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
何
か
手
続

き
が
必
要
で
す
か

　

国
民
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

た
場
合
は
、
市
の
窓
口
又
は
熊
谷

年
金
事
務
所
で
受
給
権
者
死
亡
届

と
未
支
給
年
金
請
求
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
未
支
給
年
金
の
請
求
者

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
と
生
計
を

共
に
し
て
い
た
親
族
で
す
。
該
当

者
が
い
な
い
場
合
は
死
亡
届
の
み

と
な
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を
受
給

し
て
い
た
人
は
、
熊
谷
年
金
事
務

所
、
各
共
済
組
合
で
の
手
続
き
と

な
り
ま
す
。

　平成 22 年１月１日から９月 30 日までの間
に国民年金保険料を納付した人については、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が 10 月下旬から 11 月上旬にかけて日本年金
機構から送付されますので、年末調整や確定
申告の際には必ずこの証明書を添付してくだ
さい。
　また、10 月１日から 12 月 31 日までの間に、
今年初めて国民年金保険料を納付した人につ
いては、来年１月下旬に送付されます。　
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についてのご照会は、
控除証明専用ダイヤル
　☎０５７０−０７０−１１７

（ＩＰ電話の場合は）
　☎０３−６７００−１１３０
　　　　　　　　にお問い合わせください。

国民年金保険料は、
所得税・住民税申告時に

全額が社会保険料控除の対象となります

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

年金手帳は大切に！
年金について相談する際
は、基礎年金番号が必要と
なります。年金手帳は大切
に保管してください。

なる
ほど
！

本庄市マスコット
「はにぽん」



保育園（所）名称
定員
（人）

所在地 電話

市立いずみ保育所 90 小島 5-5-45 �4891

市立藤田保育所 60 牧西30 �2886

市立久美塚保育所 90 児玉町児玉2351-1 �4386
市立金屋保育所 90 児玉町金屋1173 �1238
市立秋平保育所 60 児玉町秋山2527-1 �1167
市立共和保育所 60 児玉町蛭川885 �0104
旭保育園 90 駅南1-5-20 �3398

本庄保育園 150 小島1-5-18 �3913

こざくら保育園 200 栄3-6-34 �5812

若草保育園 90 仁手669-4 �5001

梅花保育園 90 見福1-2-7 �4474

日の出保育園 100 沼和田1020 �5263

みどり保育園 90 寿3-10-30 �5957

聖徳本庄保育園 60 栄2-10-14 �4365

小島南保育園 60 小島南3-1-5 �5543

北泉保育園 120 西五十子620-1 �2572

たんぽぽ保育園 60 今井1328 �9890

ほほえみ子どもの国保育園 35 緑2-15-5 �1018

児玉保育園 170 児玉町児玉2448-1 �0186
西光保育園 60 児玉町塩谷85-1 �5147
西光第二保育園 60 児玉町吉田林447-6 �5473

平成23年度
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保
育
園（
所
）の
入
園
資
格
は
、

児
童
の
保
護
者
及
び
同
居
の
親
族

が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ

り
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
す
。

①
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い

　

る
場
合

②
昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
、
日

　

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
（
内
職

　

を
含
む
）
を
し
て
い
る
場
合

③
母
親
が
妊
娠
中
、
又
は
出
産
後

　

で
保
育
で
き
な
い
場
合
（
産
前
、

　

産
後
２
か
月
ま
で
の
期
間
）

④
病
気
・
心
身
障
害
な
ど
に
よ
り

　

保
育
で
き
な
い
場
合

⑤
家
庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人

　

や
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
看

　

護
を
す
る
た
め
保
育
で
き
な
い

　

場
合

⑥
火
災
そ
の
他
の
災
害
復
旧
の
た

　

め
保
育
で
き
な
い
場
合

⑦
①
～
⑥
に
類
す
る
状
態
で
あ
る

　

と
市
長
が
認
め
た
場
合

　

入
園
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず

希
望
す
る
保
育
園
を
見
学
し
た
う

え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

入
園
の
決
定
は
、
２
月
中
旬
か

ら
３
月
上
旬
に
通
知
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
入
園
の
判
定
は
、

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
は
定
員

等
の
関
係
で
、
希
望
す
る
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
第
２
、
第
３
希
望
の
保
育
園

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
料
は
、
前
年
又
は
前
々
年

の
税
額
で
決
ま
る
た
め
、
次
の
書

類
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
後
、

書
類
の
準
備
が
で
き
次
第
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
保
育
料
は
３
月
下

旬
に
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

○
平
成
22
年
分
所
得
税
額
が
分
か

　

る
書
類（
源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー

　

又
は
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
）

　

平
成
22
年
１
月
１
日
以
降
に
本

庄
市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
22

年
度
の
住
民
税
額
が
分
か
る
書
類

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

22
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

住
民
税
担
当
課
で
所
得·

課
税
証

明
書
等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
税
額
の
分
か
る
書
類
が
未
提
出

の
場
合
、
保
育
料
の
算
定
が
で
き

な
い
た
め
、
確
認
で
き
る
ま
で
保

育
料
は
最
高
額
と
な
り
ま
す
。

入
園
以
外
の
事
業

　

各
保
育
園
で
は
、
次
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
事
業
へ
の
申

し
込
み
は
、
直
接
各
保
育
園
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
一
時
預
か
り

　

急
用
等
で
一
時
的
に
子
ど
も
を

保
育
し
て
ほ
し
い
場
合
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
。（
い
ず
み
保
育
所
、

久
美
塚
保
育
所
、
梅
花
保
育
園
、

北
泉
保
育
園
、
児
玉
保
育
園
、
西

光
保
育
園
、
西
光
第
二
保
育
園
で

実
施
）

■
特
定
保
育

　

パ
ー
ト
等
で
決
ま
っ
た
日
時
の

み
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。（
ほ
ほ
え
み
子
ど

も
の
国
保
育
園
で
実
施
）

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
園
前
の
親
子
を
対
象
に
、
育

児
相
談
、
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。（
い
ず
み
保
育
所
、
こ
ざ
く

ら
保
育
園
、
北
泉
保
育
園
、
児
玉

保
育
園
、
西
光
保
育
園
で
実
施
）

■
病
後
児
保
育

　

病
気
の
回
復
期
の
児
童
で
、
集

団
保
育
が
困
難
な
場
合
、
保
育
所

に
付
設
さ
れ
た
専
用
の
保
育
室
で

一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。（
い
ず
み

保
育
所
で
実
施
）

■
家
庭
保
育
室

　

市
内
に
は
家
庭
保
育
室
が
あ
り

ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、

直
接
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
加
川
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
（
日
の
出

　

４
―
３
―
４
☎
�
０
５
８
６
）

保
育
園
入
園
児
童
の

　
　
　
　

受
付
を
始
め
ま
す

◆
受
付
期
間　

11
月
15
日
㈪
～
12
月
15
日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
窓
口
（
申
し
込
み
用
紙
は
、
受
付
窓
口
で
配
布
）

　

○
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
�
１
１
２
８

　

○
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）
☎
�
１
３
３
１
（
内
線
３
１
６
）

入
園
資
格

保
育
料
の
決
定

入
園
の
決
定

保育園（所）
一覧表



9 平成22年11月１日号

　
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）
を
行

　

う
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
保
護
の
怠
慢·

拒
否
）

　

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

　

潔
な
ま
ま
に
す
る
、
病
気
や
け

　

が
を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
い

　

か
な
い
、
乳
幼
児
だ
け
残
し
て

　

外
出
す
る
な
ど

み
ん
な
で
防
ぐ
児
童
虐
待

　　

虐
待
は
家
庭
の
中
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
た
め
発
見
さ
れ

に
く
く
、
し
か
も
親
が
相
手
な
の

で
子
ど
も
は
、
自
ら
救
い
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　
「
も
し
か
し
て
、
虐
待
？
」
と

思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
次
の
相
談

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
誰

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
か
、
な
ど
個

人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

【
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
へ
】

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い

　

か
わ
か
ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る

・
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
き
か
ず

　

に
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
つ
い
子
ど
も
を
た
た
い
た
り
、

　

怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
悩
み
を
ひ

と
り
で
抱
え
こ
ま
ず
、
相
談
窓
口

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
】

　

挨
拶
や
声
掛
け
を
す
る
な
ど
子

育
て
中
の
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ

う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〖
相
談
連
絡
先
〗

○
家
庭
児
童
相
談
室
（
子
育
て
支

　

援
課
内
）
☎
�
１
１
２
９

○
熊
谷
児
童
相
談
所
☎
０
４
８
―

　

５
２
１
―
４
１
５
２

○
埼
玉
県
休
日
夜
間
児
童
虐
待
通

　

報
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
４
８
―
７
７

　

９
―
１
１
５
４

＊
父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

　
児
童
扶
養
手
当
の

　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

今
年
の
８
月
か
ら
、
父
子
家
庭

に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
は
、
７
月
31
日
ま
で
に
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
８
月

分
か
ら
、
８
月
１
日
以
降
に
支
給

要
件
に
該
当
し
た
人
は
要
件
に
該

当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
手

当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
と

な
り
ま
す
。

　

支
給
額
は
所
得
金
額
等
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
金
額

に
よ
っ
て
は
手
当
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
戸
籍
謄
本
・
所
得

証
明
書
等
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

　
支
度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が

中
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
学

支
度
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
左
記
の

受
付
期
限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

　

庭
の
父
、
又
は
父
母
の
い
な
い

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、

　

平
成
23
年
４
月
に
中
学
校
へ
就

　

学
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
生

　

活
保
護
受
給
世
帯
は
除
く
。）

支
給
額　

１
０
、
０
０
０
円

受
付
期
限　

12
月
28
日
㈫

申
請
方
法　

振
込
先
金
融
機
関
の

　

通
帳
を
持
参
の
う
え
左
記
へ

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０
、

　

市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
１（
内

　

線
３
１
６
）

児
童
虐
待
と
は

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
や
養
育
者

が
、
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
や
人
格
の
形
成
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
い

い
ま
す
。「
し
つ
け
」
と
思
っ
て

い
る
行
為
で
も
、
現
実
に
子
ど
も

の
心
や
体
に
傷
つ
く
行
為
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。
親
の
立

場
よ
り
、
子
ど
も
の
立
場
で
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的

に
は
次
の
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。

身
体
的
虐
待

　

な
ぐ
る
、
け
る
、
体
を
激
し
く

　

ゆ
さ
ぶ
る
な
ど

性
的
虐
待　

　

性
的
行
為
を
強
要
し
た
り
、
ポ

　

ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待　

　

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
よ
う

　

な
ひ
ど
い
こ
と
を
言
っ
た
り
、

　

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別
、

　

ま
た
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
ド

　

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

平成22年度標語

み
す
ご
す
な

　

幼
い
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
〜

この笑顔、
いつまでも！

★子育て支援課
☎�１１３０



　
職種 日程 時間 会場 対象地区 問い合わせ先

農業

11月26日㈮ 午後２時〜４時 市役所２階
職員厚生室 本庄市

本庄税務署
個人課税部門
☎�２１１４

（ダイヤルイン）

11月29日㈪ 午後２時〜４時 美里町役場２階
会議室 美里町

11月30日㈫ 午後２時〜４時 上里町役場４階
大会議室 上里町、神川町

営業・
不動産

12月１日㈬ 午後１時30分〜３時30分 本庄商工会議所
２階第１会議室

本庄市（本庄地
域）、美里町

12月２日㈭ 午後１時30分〜３時30分 児玉商工会館
２階会議室

本庄市（児玉地
域）

12月３日㈮ 午後１時30分〜３時30分 上里町役場４階
大会議室 上里町、神川町

日程 時間 会場 対象地区 問い合わせ先

11月18日㈭ 午後２時〜４時 セルディ２階
大会議室 本庄市、神川町 本庄税務署

法人課税部門
☎�２１１１

（自動音声案内２）11月19日㈮ 午前10時〜正午、
午後２時〜４時

中央公民館
実習教室Ａ・Ｂ 本庄市、美里町、上里町

※都合により、指定された会場に出席できない場合には、他の会場に出席することも可能です。

　テーマは「ＩＴ化・国際化と税」です。国を支える税について考えてみてはいかがでしょうか。
★本庄税務署総務課☎�２１１１（自動音声案内２）
※自動音声案内「２」を選択すると、税務署の担当部署におつなぎします。
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納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
納
期
内
の

納
付
を
呼
び
か
け

　

市
で
は
、
市
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
な
い
人
に
対
し
て
、
督
促
状
を
送
付

し
て
納
付
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
７
月
か
ら
は
督
促
状
の
送
付
後
、

一
定
の
期
間
が
過
ぎ
て
も
納
付
し
て
い
な

い
人
に
対
し
て
、
収
納
課
内
の
「
本
庄
市

納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
電
話
に

よ
る
自
主
納
付
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。

市
町
村
と
県
が
共
同
し
て
徴
収
対
策
を

強
化

　

当
市
を
含
む
県
内
64
市
町
村
と
埼
玉
県

で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
を
設
け
、「
ス
ト
ッ
プ
！
滞

納
」
を
合
言
葉
に
徴
収
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
差

押
え
の
強
化
な
ど
、
滞
納
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
納
期
内
の

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険

税
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
の
際

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
等
の
紛
失
な
ど
に
よ
り
、
納
付

額
が
分
か
ら
な
い
人
に
は
、
納
付
額
の
記

載
さ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
確

認
書
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
で
の
交
付
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

運
転
免
許
証
や
保
険
証

　

な
ど
の
身
分
証
明
書
（
本
人
確
認
用
）

※
窓
口
に
来
た
人
と
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
義
務
者
が
同
一
世
帯
で
な
い
場
合
に

は
、
委
任
状
も
必
要
で
す
。

※
納
付
額
に
つ
い
て
の
お
電
話
で
の
お
問

い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
収
納
課
☎
�
１
１
８
１

コールセンターで納付
を呼びかけています

○青色申告決算説明会のお知らせ

○年末調整等説明会のお知らせ

○11月11日㈭～17日㈬は税を考える週間です

11
月
か
ら
１
月
は
滞
納
整
理
強
化
期

間
で
す
〜
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
〜



受　付　場　所 利　用　施　設

シ ル ク ド ー ム
☎�１１５２

シルクドーム、市民球場※、本庄総合公園多目的
グラウンド、市民体育館、武道館、若泉グラウン
ド及びテニスコート※、北泉テニスコート、河川
敷グラウンド（山王堂・下仁手）、本庄地域の各
小中学校の体育館（本庄東中学校・本庄南中学校
の武道場）及びグラウンドの一部※

エ コ ー ピ ア
☎�３８１５

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、
児玉総合運動公園グラウンド※、共栄公園テニス
コート※、児玉地域の各小中学校の体育館（児玉
中学校の武道場）及びグラウンドの一部※

11 平成22年11月１日号

　

今
年
で
９
回
目
と
な
る
く
ら
し

イ
キ
イ
キ
生
活
展
。

　

当
日
は
、
各
消
費
者
団
体
や
市

の
展
示
発
表
に
加
え
、
各
消
費
者

団
体
が
研
究
し
た
テ
ー
マ
に
関
す

る
試
食
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
に
引
き
続
き
本
庄
市
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
に
よ
る
新
鮮
野
菜
の
直
売
も
行

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
満
載
の
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
生

活
展
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
26
日

　

㈮
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

【
展
示
内
容
】

○
糖
尿
病
予
防
の
食
生
活
～
キ
ク

　

イ
モ
の
紹
介
～
（
本
庄
市
く
ら

　

し
の
会
）

○
水
の
知
識
い
ろ
い
ろ
（
本
庄
市

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
）

○
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
、

　

お
出
か
け
に
は
マ
イ
ボ
ト
ル
、

　

★
続
け
て
い
こ
う
・
エ
コ
ア
ク

　

シ
ョ
ン
★
（
環
境
推
進
課
）

○
有
機
１
０
０
倍
運
動（
農
政
課
）

○
あ
な
た
の
生
活
資
金
が
危
な

　

い
！
（
商
工
課
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます。
申込　11月30日㈫までに登録用紙（受付場所で配布）を提出のうえ、平成23年１月に開催予定の団体登録利用者
　　　説明会に出席してください。
★体育課☎�１１５２

　市では、年間を通して体育施設を定期的に利用する団体を募集します。年間登録をした団体は、利用予約の優
先を受けることができます。
　なお、利用する施設によって受付場所が違います。詳しくは下表をご覧ください。
利用期間　平成23年４月〜平成24年３月
登録資格　市内在住・在勤・在学者で構成する10人以上の団体で、監督者として成人２人以上が含まれ、年間を
　　　　　通して活動する団体

平
成
22
年
度
本
庄
市

　
　
　
　
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
生
活
展
を
開
催

～平成２3年度体育施設利用団体年間登録の受付を開始します～

キクイモの花



劇場公開『Ｊ
ジ　ャ　ズ

ＡＺＺ 爺
じ〜

 Ｍ
メ　ン

ＥＮ』の撮影がスタート
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　まちおこしのために集められた即席市民ジャズバンド。
やってきたのは、ド素人のオジサン、オバサンたちだった—。
指導を任されたのは、元音楽教師・野津手謙三（60）。
やる気ゼロだった市民バンドを一流のジャズバンドに変
える—。本庄拠点地域を舞台に繰り広げられる実話を
ベースにした希望と感動の物語。

○出演者：井上順、清水章吾(本庄市在住)、河原さぶ、
　上田耕一､酒井敏也､徳井優、黛英里佳（本庄市出身)ほか
○製作：本庄拠点地域映画製作委員会（事務局：彩の国
　本庄拠点フィルムコミッション〈本庄商工会議所内〉)
○製作委員会：彩の国本庄拠点フィルムコミッション、
　本庄地方拠点都市地域（本庄市 · 美里町 · 神川町 · 上里
　町）、地域内観光協会、埼玉県ロケーションサービス、㈶
　本庄国際リサーチパーク研究推進機構、まちの駅ネッ
　トワーク本庄、㈳こだま青年会議所、深谷シネマ、本庄
　街なか映画館、UNICUS 上里、イメージフィールド㈱
○監督・脚本・編集：宮武由衣（早稲田大学大学院国際
　情報通信研究科卒業）
○撮影期間：11月中（１週間程度）
○撮影場所：本庄市、美里町、神川町、上里町
○劇場公開：平成23年２月〜（予定）　ユナイテッド・
　シネマUNICUS上里､ユナイテッド·シネマUNICUS
　南古谷（川越）にて上映（予定）
　※全国に拡大公開される可能性もあります。

　彩の国本庄拠点フィルムコミッション（会長：本庄市
長 吉田信解）は、早稲田大学本庄キャンパスに情報（映
像）系の大学院ができることを契機として、大学と地域

（行政や商工関係機関等）が連携し、平成 14 年３月、本
庄市に事務局を置き、埼玉県初のフィルムコミッション
として発足しました。その後、民間主導で機動性を高め
経済効果などを生み出すことを期して、平成 15 年６月
に事務局を本庄商工会議所に移しました。
　この間、「スパイゾルゲ」「クラブ進駐軍」「日本沈没」「Ｋ
ＩＤＳ」「ＲＯＯＫＩＥＳ」など数多くの映画やテレビ
ドラマ等の撮影支援を行い、昨年はオール地元ロケによ
る短編映画「しあわせならたいどでしめそうよ」を誘致
し、上映会を行うなどさまざまな活動を続けています。
　今回は、まちが元気になるように、これまでの活動を
生かした地域映画の製作に取り組みます。エキストラ
や撮影のお手伝いをしてくれる人もたくさん必要です。
フィルムコミッションに入会して、この映画づくりに参
加してみませんか。

【入会案内・サポーター登録】
○個人会員…年会費1,000円（家族会員3,000円）
　会員には、エキストラ募集や撮影支援した映画の割引
券、情報紙などを送付しています。なお、車やエキスト
ラの誘導、見学者の整理、その他現場でのさまざまなお
手伝いをしていただく「サポーター」も募集しています。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

「まちを盛り上げるため地域発信の映画を製作したい！｣ というみなさんの
熱意が実り、劇場用映画「ＪＡＺＺ 爺 ＭＥＮ」が製作されることになりま
した。まちおこしのために集められた即席市民ジャズバンドのお話は、そん
な関係者の思いにピッタリ。11 月には、まちのあちこちで撮影が行われる
予定ですので、ご支援・ご協力をお願いします。映像のまちづくりをすすめ
る市も応援しています。

★問い合わせ先　　彩の国本庄拠点フィルムコミッション事務局（本庄商工会議所内）☎�5241
（製作日記のURLは http://www.honjo-fc.jp/）

劇場公開『ＪＡＺＺ 爺 ＭＥＮ』の撮影がスタート

本庄拠点地域発の映画製作が始動

あらすじと企画の概要 フィルムコミッションの活動

11 月は市内のあちこちでこんな撮影風景が展開しそうです
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10
月
８
日
、
市
役
所
で
本
庄
拠

点
地
域
（
本
庄
市
・
美
里
町
・
神

川
町
・
上
里
町
）
発
の
映
画
『
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
』
の
製
作
発
表

記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
に
は
、
監
督
の
宮
武

由
衣
さ
ん
や
特
別
出
演
の
清
水
章

吾
さ
ん
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

宮
武
監
督
は
「
本
庄
拠
点
地
域

を
盛
り
上
げ
る
映
画
を
作
り
た

い
。」、
市
在
住
の
清
水
章
吾
さ
ん

は
「
若
い
こ
ろ
は
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ

て
い
た
の
で
、
か
つ
て
の
自
分
と

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
よ
う
で
う

れ
し
か
っ
た
。
何
か
や
ら
せ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
た
。」と
映
画
に

対
す
る
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

撮
影
は
11
月
中
に
本
庄
拠
点
地

域
で
行
な
わ
れ
、
来
年
２
月
に
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
上
里
な
ど
で
上
映
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
み
な
さ
ん
を
吉
田
市
長
が
訪

問
し
、
お
祝
い
の
「
寿
状
」
を

手
渡
し
ま
し
た
。

鶴
田
ケ
イ
さ
ん
（
東
台
３
丁
目
）

（
明
治
43
年
９
月
７
日
）

大
木
ふ
じ
さ
ん
（
下
野
堂
１
丁
目
）

（
明
治
43
年
９
月
23
日
）

関
根
ひ
さ
さ
ん
（
西
富
田
）

（
明
治
43
年
９
月
２
日
）

３Ｂ体操クラブ

日時　毎週木曜日
　　　午後７時30分～９時
場所　藤田公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ
　岩崎☎048−587−2833

めぐみカラオケクラブ
日時　毎月第１～３火曜日
　　　午前10時～正午
場所　本庄東公民館
対象　20歳以上
費用　月会費1,500円
　　　予備費 
　　　　月500円（偶数月）
問い合わせ　平井☎�4986

　市内の公共施設等で活動す
る団体やクラブのみなさん、
会員募集や行事案内に『でん
ごん広場』をご利用ください。

申込方法
　掲載依頼書に必要事項を記
入し、秘書広報課広報広聴係
に提出してください。

11 月生まれのみんな

★ 12 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

映
画
で
地
域
の

　
　
　
　

魅
力
を
発
信

祝
　
百
歳

掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課（☎�１１５５）へ
※市ホームページでもご覧いただけます。

（左から清水章吾さん、吉田市長、
　宮武由衣監督）

柳
やなぎさわ

澤 琉
る い と

生斗ちゃん(朝日町２丁目)

　< 平成 20 年生まれ >

茂
も て ぎ

木 滉
ひ ろ と

斗ちゃん(若泉１丁目)

　< 平成 19 年生まれ >

西
にしおか

岡 詩
し お り

織ちゃん ( 駅南１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

江
え ぐ ち

口 なつみちゃん ( 東台１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

永
な が お

尾 紀
き の

乃ちゃん（けや木２丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

戸
と や

谷 奈
な な か

々夏ちゃん（南１丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

いつまでもひょ
うきんなしぐさ、
笑顔をみせてね！
１歳のお誕生日
おめでとう♡　
　

２歳おめでとう♡
お兄ちゃんになっ
た琉生斗。妹と
仲良くね♡　

車が大好きな滉
斗くん。これか
らもたくさん車
の話をしてくだ
さいね。

毎日すくすく成
長してくれてあ
りがとう♪これ
からも元気いっ
ぱい遊ぼうね♡
　

1 歳のお誕生日
おめでとう。元
気いっぱい大き
くなってね。

いつもニコニコ
なつみ、１歳お
めでとう！おか
げで家族 1 周年
だね。ありがと
う♡
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10
月
10
日
、
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど

も
自
然
体
験
活
動
」
と
、
成
人
を
対
象
と
し
た
「
市
民
総

合
大
学
」（
世
代
間
交
流
講
座
）
が
合
同
で
、
小
山
川
で

魚
類
調
査
と
川
の
再
生
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

小
山
川
で
は
、
エ

ビ
、
シ
マ
ド
ジ
ョ

ウ
、
シ
ジ
ミ
、
ギ
バ

チ
、
オ
イ
カ
ワ
な
ど

の
魚
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
大
人

と
子
ど
も
が
協
力

し
な
が
ら
、
川
の
環

境
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　10月５日、本庄西小学校にサッカー日本代表や浦
和レッズなどの選手として活躍した田中真二さんが
来校し、５・６年生にサッカーを教えました。

　　プロのキックはすごい！

元Ｊリーガー　田中真二さんのサッカー教室
き
れ
い
な
川 

み
ん
な
の
力
で 

守
ろ
う
よ

９／18　仁手小学校運動会 ９／18　秋平小学校運動会

９／18　本庄西中学校体育祭 ９／18　秋平保育所運動会

市民カメラマン仁科和十さん撮影

10／11
スポレクフェスタ
２０１０（ ▲ ▼）

がんばったね！！ 〜運動会・体育祭〜



募　

集

15 平成22年11月１日号

火
災
と
お
間
違
え
な
く
！
「
消

防
特
別
点
検
」
の
た
め
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

　

恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市
消
防

団
本
庄
方
面
隊
で
は
、
11
月
28
日

㈰
午
前
８
時
か
ら
若
泉
運
動
公
園

第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
消
防
特
別

点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
庄
地
域
で
は
当

日
午
前
６
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を

行
い
ま
す
が
、
火
災
と
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
設
備
の
万
全
を
期
す

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
８
４

緑
の
募
金
（
家
庭
募
金
）
運

動
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
年
度
各
自
治
会
を
通
し
て
実

施
し
た
緑
の
家
庭
募
金
の
募
金
額

は
１
、
３
０
６
、
３
６
０
円
と
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

㈳
埼
玉
県
緑
化
推
進
委
員
会
に
よ

り
、
県
内
の
緑
化
推
進
な
ど
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
７

年
末
金
融
相
談
会
（
一
日
公

庫
）
の
ご
案
内

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

貸
付
利
率
は
、
運
転
資
金
１
・

65
％
～
、
設
備
資
金
は
政
府
の
緊

急
追
加
経
済
対
策
に
よ
り
、
利
率

が
低
減
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内
容　

資
金
繰
り
相
談
、
設
備
投

　

資
計
画
の
立
案
等

費
用　

無
料

用
意　

確
定
申
告
書
・
決
算
書（
２

　

期
分
）、
借
入
明
細
ほ
か
（
申
し

　

込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２
４

　

１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊

　

谷
支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
☎

　

０
４
８
―
５
２
１
―
２
７
３
１

介
護
者
教
室
の
お
知
ら
せ

　

介
護
の
知
識
や
介
護
方
法
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

①「
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」～

　

心
と
体
を
ほ
ぐ
し
て
自
分
を
大

　

切
に
～

日
時　

11
月
25
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

会
場　

中
央
公
民
館
和
室
Ｂ

②「
家
族
み
ん
な
の
元
気
が
出
る
食

　

事
」～
低
栄
養
を
防
ぎ
ま
し
ょ

　

う
～

日
時　

12
月
７
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

会
場　

中
央
公
民
館
会
議
室

③「
介
護
施
設
職
員
に
よ
る
介
護

　

の
仕
方
」
～
着
替
え
・
排
泄
・

　

移
動
の
介
助
方
法
～

日
時　

平
成
23
年
１
月
19
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

児
玉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

タ
ー（
児
玉
町
金
屋
１
３
０
２
―

　

１
）

《
①
～
③
共
通
》

対
象　

市
内
に
住
む
家
庭
で
高
齢

　

者
を
介
護
し
て
い
る
人
及
び
介

　

護
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
介
護
い
き
が
い
課
へ

※
参
加
す
る
回
を
指
定
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
パ
ン

を
作
ろ
う
」
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
パ

ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

　

角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
タ
オ
ル

申
込　

11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

児
童
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い

も
ち
つ
き
大
会
」
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い

日
時　

12
月
４
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

正
午

※
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
は
午
前

11
時
30
分
で
受
付
終
了

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
、
日

　

の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

幼
児（
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

　

は
２
歳
以
上
）・
小
学
生

定
員
（
先
着
順
）

○
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

１
５
０
人

○
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー１

０
０
人

参
加
費　

無
料

用
意　

は
し
、
お
わ
ん
（
割
れ
に

　

く
い
も
の
）

申
込　

11
月
20
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
・

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０
、
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
４
２
０

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

お
知
ら
せ
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森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

案
内
す
る
秋
の
大
久
保
山
観

察
会

　

秋
の
大
久
保
山
を
散
策
し
ま
せ

ん
か
。
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
栽
培
し
た
シ

イ
タ
ケ
も
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

集
合
場
所　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

　

ン
タ
ー
１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
馬
車

　

道
前

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円（
保
険
費
用
等
）

用
意　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子
、

　

長
そ
で
長
ズ
ボ
ン
（
黒
い
も
の

　

は
避
け
る
）

※
防
寒
対
策
を
十
分
に
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

　

絡
先
を
明
記
の
う
え
11
月
13
日

　

㈯
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電

　

子
メ
ー
ル
で
左
記
へ

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
早
稲
田
環
境
市
民

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
☎
�

　

６
４
９
１
・
蕭
�
６
５
５
２
・

　
　

kentaron@
kurenai.w

aseda.

　

jp

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援

事
業
「
す
く
す
く
広
場
」
の

お
知
ら
せ

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時　

11
月
30
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

11
時

②
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
遊
び

日
時　

12
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

11
時

③
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

④
ト
ン
ネ
ル
キ
ュ
ー
ブ
積
木
遊
び

日
時　

平
成
23
年
２
月
15
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時

《
①
～
④
共
通
》

会
場　

日
の
出
保
育
園
保
育
室

対
象　

３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

　

保
護
者

定
員　

15
組

参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
は
左
記
へ

★
日
の
出
保
育
園
☎
�
５
２
６
３

彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
を

募
集

　

埼
玉
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や

正
し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
や

情
報
等
の
普
及
・
啓
発
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
を
「
彩
の
国
動
物
愛
護
推

進
員
」
と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
30
日
㈫
ま
で

活
動
内
容

○
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
・

　

管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
地

　

域
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め

　

の
啓
発
活
動

○
地
域
住
民
の
求
め
に
応
じ
た
、

　

繁
殖
制
限
措
置
に
関
す
る
助
言

　

や
譲
渡
仲
介
の
支
援
な
ど

○
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を
推

　

進
す
る
た
め
県
が
行
う
施
策
へ

　

の
協
力

○
そ
の
他
、
動
物
の
愛
護
と
適
正

　

な
飼
養
の
推
進
の
た
め
県
が
必

　

要
と
認
め
る
こ
と

※
詳
細
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.pref.saitam

a.
lg.jp/page/aigosuishininkoubo.
htm

l

）又
は
各
保
健
所（
さ
い
た

ま
市
・
川
越
市
を
除
く
）
及
び
埼

玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
埼
玉
県
生
活
衛
生
課
☎
０
４
８
―

　

８
３
０
―
３
６
１
２

　本庄市のみなさんに早稲田大学（東京都）や本庄キャン
パスの研究内容などを知っていただくためのキャンパスツ
アーです。みなさんの参加をお待ちしています。
日時　11月25日㈭　午前９時〜午後５時
集合場所　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセ
　ンター１階レストラン馬車道前
見学場所　早稲田大学大隈講堂、図書館、演劇博物館、Ｔ
　ＷＩＮＳ（先端生命医科学研究所）ほか
※バス内で大学の研究内容についての講義があります。
定員　20人（多数の場合抽選）
※後日、申込者全員に連絡します。
費用　９００円（昼食代）
※当日集金します。
用意　動きやすい服装、筆記用具ほか
申込　住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ11月12日
　㈮までに電話、ファックス又は電子メールで下記へ
★㈶本庄国際リサーチパーク研究推進機構☎�７４５５・
　蕭�７４６５・　wrp-info@howarp.or.jp

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
１日㈪・８日㈪・15日㈪・17日㈬・22日㈪・25日㈭・

29日㈪・12月６日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・12月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈪、５日㈮〜10日㈬、12月３日㈮〜８日㈬

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：11月30日㈫］
・下水道負担金　３期　・国民健康保険税　　　　５期
・介護保険料　　５期　・後期高齢者医療保険料　５期

口座振替が便利です。ぜひご利用ください。　　　
－市税夜間収納窓口のお知らせ－

日時　11月26日㈮　　　午後５時15分〜７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

『早稲田大学キャンパスツアー』
　　　　　　　　に参加してみませんか
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

の
生
徒
を
募
集

　

次
の
と
お
り
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
の
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

　

生
徒
に
は
、
特
別
職
国
家
公
務

員
と
し
て
生
徒
手
当（
月
額
９
４
、

９
０
０
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
一
般
受
験

応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日

　

現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

　

子
で
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

　

込
み
含
む
）

受
付
期
間　

平
成
23
年
１
月
７
日

　

㈮
ま
で
（
必
着
）

第
１
次
試
験
日　

平
成
23
年
１
月

　

22
日
㈯

※
試
験
場
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
推
薦
受
験

受
付
期
間　

平
成
23
年
１
月
６
日

　

㈭
ま
で
（
必
着
）

第
１
次
試
験
日　

平
成
23
年
１
月

　

15
日
㈯
～
17
日
㈪
の
う
ち
指
定

　

す
る
１
日

第
１
次
試
験
場　

陸
上
自
衛
隊
高

　

等
工
科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須

　

賀
市
）

※
応
募
資
格
・
推
薦
要
件
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
①
と
②
の
併
願
受
験
も
可
能
で

す
。

③
学
校
見
学
会

開
催
日　

11
月
27
日
㈯

会
場　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　

校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

対
象　

県
内
在
住
の
中
学
生
と
保

　

護
者
（
１
・
２
年
生
も
参
加
可
）

＊
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　

２
２
―
４
８
５
５

第
28   
回
本
庄
市
児
玉
郡
合
唱

祭
を
開
催

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
20
団
体

が
す
て
き
な
合
唱
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈰　

午
後
０
時

　

30
分
～
４
時
30
分

会
場　

市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
市
児

　

玉
郡
合
唱
祭
実
行
委
員
会
・
相

　

馬
（
☎
�
５
７
５
５
）
へ

☎0120-22-3752
思い出の街から
希望の街へ…夢運びます

地元発の映画を盛り上げよう
　12ページでもお知らせしておりますが、本庄拠点地
域発の映画づくりが始まります。
　タイトルは「Ｊ

ジャズ

ＡＺＺ 爺
じ～

 Ｍ
メン

ＥＮ」。中高年による市
民ジャズバンド結成の物語です。監督は、市内にある
早稲田大学大学院にて映画製作を学んだ新進女性監
督の宮武由衣さんです。キャストは市内在住の清水章
吾さん、本庄市出身の黛英里佳さんのほか、井上順さ
ん、河原さぶさん、上田耕一さんなど有名実力派俳優
となっています。
　市民のエキストラも大募集しています。11月13日に
はウニクス上里で350人の観客役のエキストラが必要
です。どうぞ関心のある方は、フィルムコミッション
【事務局：本庄商工会議所内（☎�５２４１）】までお
申し込みください。また、お心ある方には善意のスポ
ンサーとしてお力添えをいただければありがたいです。
　本庄市は平成14年に県内初のフィルムコミッショ
ンを立ち上げて以来、映像によるまちづくりを進めて

きましたが、今回本格的な映画づくりに初めて地域の
各機関・団体を挙げて取り組みます。映画は今年の11
月に本庄市及び児玉郡内各所で撮影、来年２月に公
開予定となっています。
　先日、この映画製作の記者発表を市役所で行いま
した。宮武監督と、清水章吾さんにも出席していた
だきました。席上、この映画はウニクス上里主催のコ
ンサートに参加している市民ジャズバンドの中心メ
ンバーである元音楽教師のお話を宮武監督が聞いて、
それを題材に脚本を書かれた、というエピソードも披
露されました。宮武監督は「私が映画を学んだ本庄の
ために、そしてこれからの高齢社会をみんなで元気に
頑張ってもらえるような映画を作ります」と力強い決
意を語りました。また清水さんからは「本庄のために
なるならば、と思って出演します」とうれしいお言葉
をいただきました。
　市民と共に進める「映像によるまちづくり」の、新
たな１ページが始まります。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　本庄市長
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第
18
回
本
庄
市
文
化
展
を
開
催

　

み
な
さ
ん
の
作
っ
た
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　

11
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
21
日
㈰
は
午
後
２
時
ま
で

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
市
文

　

化
展
実
行
委
員
会
・
茂
木
（
☎

　

０
５
０
―
８
６
０
０
―
３
０
３

　

２
）
へ

認
知
症
講
演
会
を
開
催

　

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

11
月
17
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容　

講
演
「
認
知
症
に
な
っ
て

　

も
大
丈
夫
～
住
み
続
け
ら
れ
る

　

た
め
に
～
」

講
師　

内
田　

陽
子　

氏
（
群
馬

　

大
学
医
学
部
准
教
授
）

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
第

４
回
文
化
祭
を
開
催

　

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
で
は
、

次
の
と
お
り
第
４
回
文
化
祭
を
セ

ル
デ
ィ
で
開
催
し
ま
す
。

★
本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
事
務

　

局
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
�
２

　

７
９
８

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念

「
児
玉
商
工
会
創
立
50
周
年
記

念
式
典
」
を
開
催

日
時　

11
月
28
日
㈰

　

受
付　

午
後
１
時
～

　

開
会　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　

セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

内
容　

記
念
式
典
及
び
講
談
師
宝

　

井
馬
琴
師
匠
に
よ
る
記
念
講
演

※
入
場
無
料
。
入
場
に
つ
い
て
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
商
工
会
☎
�
１
５
５
６

市
民
総
合
大
学
公
開
講
座
「
塙

保
己
一
・
渋
沢
栄
一
・
荻
野

吟
子
三
偉
人
地
元
自
慢
」
を

開
催

　

三
偉
人
の
出
身
地
、
本
庄
市
・

深
谷
市
・
熊
谷
市
の
郷
土
研
究
家

が
そ
ろ
い
踏
み
し
て
、
地
元
の
偉

人
に
思
い
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

　

三
偉
人
の
生
涯
や
意
外
な
関
係
、

江
戸
か
ら
明
治
の
激
動
の
歴
史
を

ま
と
め
て
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
～

会
場　

セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

講
師

○
長
谷
川　

典
明　

氏（
塙
保
己
一
）

○
新
井　

慎
一　

氏（
渋
沢
栄
一
）

○
鈴
木　

忍　

氏
（
荻
野
吟
子
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

申
込　

11
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
へ

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８
・

　

蕭
�
１
６
７
７

本
庄
街
な
か
映
画
館
「
シ
ネ

マ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
座
」
第
９
回
上
映

会
を
開
催

　

本
庄
市
で
撮
影
し
た
映
画
「
ペ

ン
偽
ら
ず
」、「
お
う
ち
へ
か
え
ろ

う
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
程　

11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
お
う
ち
へ
か
え
ろ
う

　

午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～

※
28
日
㈰
に
監
督
挨
拶
を
予
定

②
ペ
ン
偽
ら
ず

　

午
前
11
時
30
分
～
、
午
後
３
時

　

30
分
～
、
午
後
６
時
30
分
～

会
場　

寿
ビ
ル
１
階
（
銀
座
３
―

　

２
―
11
）

料
金

○
一
般
…
前
売
８
０
０
円
（
当
日

　

１
、
０
０
０
円
）

○
シ
ニ
ア
・
高
校
生
以
下
…
前
売

　

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

※
①
②
を
一
度
ず
つ
観
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

前
売
券
販
売
場
所　

マ
メ
ヤ
文
具

　

店
、
つ
き
み
荘
、
ま
ち
あ
い
館
、

　

本
庄
商
工
会
議
所
、
明
石
屋
、

　

山
田
屋
、
深
谷
シ
ネ
マ

★
本
庄
街
な
か
映
画
館
実
行
委
員

　

会
☎
�
７
１
７
１

県
民
の
日
協
賛
事
業
「
水
循

環
セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
」

を
開
催

　

ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
下
水
道
が

生
活
の
中
で
身
近
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
14
日
㈰　

①
午
前
10

　

時
～
②
午
前
11
時
～
③
午
後
１

　

時
～
④
午
後
２
時
～

※
各
回
と
も
所
要
時
間
は
約
１
時

間
で
す
。
開
始
５
分
前
ま
で
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

　
（
東
五
十
子
３
８
２
―
１
）

内
容　

施
設
見
学
、
下
水
道
ク
イ

　

ズ
、
微
生
物
観
察
、
排
水
実
験

※
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
進
呈
す

る
ほ
か
、
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
㈶
埼
玉
県
下
水
道
公
社
小
山
川

　

支
所
☎
�
７
９
９
７
・
蕭
�
６

　

８
３
１

日　程 時　間 内　容
11月20日㈯ 午前９時〜午後５時 作品展示

　短歌、俳句、万葉集、絵画、書道、盆栽、
　華道、茶道、古美術、美術刀剣、写真、
　手芸、演劇鑑賞
※囲碁の実演あり

　　21日㈰ 午前９時〜午後４時

午前９時30分〜10時 開会式典
午前10時〜午後４時 舞台発表

　民踊、郷土芸能、日舞、ダンス
※将棋の実演あり



公

民

館

19 平成22年11月１日号

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館　

☎
�
２
７
９
８

◆
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
り
講
習
会

　

新
年
の
ご
挨
拶
に
、
ワ
ー
ド
で

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
は

い
か
が
で
す
か
。

日
時　

11
月
29
日
㈪･

12
月
６
日

　

㈪　

全
２
回　

午
前
９
時
～
正

　

午
講
師　

南　

徳
美　

先
生

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申
込　

11
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
12
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
21
日
㈫
が
年
内
最
終
日
で
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
12

月
14
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　

☎
�
８
８
５
１

◆
児
玉
茶
道
会
主
催
「
秋
の
お
茶

会
」

　

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
～

　

午
後
３
時

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
２
席
分

　

の
茶
・
茶
菓
子
代
）

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
木
版
画
教
室

　

木
版
画
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
手
作
り

年
賀
は
が
き
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

全
２
回　

午
後
１
時
～
５
時　

講
師　

中
澤　

康
人　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　
　
　

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）　

用
意　

彫
刻
刀
セ
ッ
ト
、
水
彩
絵

　

の
具
セ
ッ
ト
、
水
入
れ
、
小
皿
、

　

版
画
作
成
の
た
め
の
下
絵
（
は

　

が
き
大
サ
イ
ズ
）

申
込　

11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
美お

い味
し
い
団
子
づ
く
り
教
室　

　

プ
ロ
が
指
導
す
る
手
作
り
の
お

い
し
い
団
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

11
月
25
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

中
島　

祥
夫　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
エ
プ

　

ロ
ン
、
持
ち
帰
り
容
器

費
用　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込　

11
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
華
や
か
に
彩
る

ス
ワ
ッ
グ
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

11
月
19
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

講
師　

佐
々
木　

朱
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

ワ
イ
ヤ
ー
を
切
る
こ
と
が

　

で
き
る
は
さ
み　

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込　

11
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
歌
声
教
室

　

６
月
の
開
催
で
大
好
評
を
博
し
、

ご
要
望
に
応
え
て
開
催
し
ま
す
。

懐
か
し
い
歌
、
思
い
出
深
い
歌
等
、

い
っ
し
ょ
に
口
ず
さ
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

11
月
29
日
㈪
・
12
月
６
日

　

㈪　

全
２
回　

午
後
７
時
～
８

　

時
30
分

講
師　

中
村　

忍　

先
生
（
早
稲

　

田
大
学
本
庄
高
等
学
院
教
師
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
17
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
正
月
お
せ
ち
料
理
教
室

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
お
い
し
く

で
き
る
お
せ
ち
料
理
教
室
で
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
１
時

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

　

ち
帰
り
容
器
、
筆
記
用
具

申
込　

12
月
１
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館　

☎
�
２
３
３
２

◆
健
康
づ
く
り
講
座「
３
Ｂ
体
操
」

　

３
つ
の
手
具
（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
ー
）
を
使
う
健
康
体
操
で

す
。
初
め
て
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈭
・
12
月
２
日

　

㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
～
11

　

時
30
分

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴
、
マ
ッ
ト
又
は
バ

　

ス
タ
オ
ル

申
込　

11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ゆ
ず
茶
（
ジ
ャ
ム
）
作
り
教
室

　

藤
田
地
区
で
採
れ
た
ゆ
ず
を
使

い
、
ゆ
ず
茶
（
ジ
ャ
ム
）
を
作
り

ま
す
。
ゆ
ず
レ
シ
ピ
も
紹
介
し
ま

す
。

日
時　

11
月
22
日
㈪　

午
後
１
時

　

30
分
～
４
時

講
師　

山
田　

美
智
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込　

11
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

11
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯

　

午
後
２
時
～

会
場　

図
書
館
児
童
室

内
容　
「
み
ー
つ
け
た
」
を
テ
ー

　

マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

11
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

11
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

内
容　

ア
ニ
メ
『
わ
ら
ぐ
つ
の
中

　

の
神
様
』

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

11
月
４
日
㈭
・
12
月
２
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

　

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

声
出
し
て
い
こ
う　

　
　
　
　
　
　

朝
倉 

か
す
み 

著

勝
手
に
ふ
る
え
て
ろ

　
　
　
　
　
　
　

綿
矢 

り
さ 

著

お
し
ん
の
遺
言

　
　
　
　
　
　

橋
田 

壽
賀
子 

著

未
来
を
変
え
る
議
論
を
し
よ
う

　
　
　
　
　
　

茂
木 

健
一
郎 

著

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
こ
こ
だ
け
の
話

　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

滋
利 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

動
物
の
死
は
、
か
な
し
い
？

　
　
　
　
　
　
　

あ
べ 

弘
士 

著

さ
す
ら
い
猫　

ノ
ア
の
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　

重
松 

清 

著

野
心
あ
ら
た
め
ず

　
　
　
　
　
　
　

後
藤 

竜
二 

著

キ
ン
コ
ン
カ
ン
せ
ん
そ
う

　
　

ジ
ャ
ン
ニ
・
ロ
ダ
ー
リ 

作

も
り
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん

　
　

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

作
・
絵

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

逸
脱　
　
　
　
　

堂
場 

瞬
一 

著

中
国
人
を
理
解
し
な
い
で
生
き
て

　

い
け
な
い
日
本
人　

孔 

健 

著

25
歳
か
ら
の
勉
強
ル
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

横
山 

達
也 

著

写
真
で
読
む
ニ
ッ
ポ
ン
の
光
景
１

　

０
０　
　
　
　

川
村 

邦
光 

著

活
力[

み
そ]

レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　

重
信 

初
江 

著

ペ
ッ
ト
の
冠
婚
葬
祭
ま
る
ご
と
便

　

利
帳　
　
　

大
岳 

美
帆 

編
著

★
今
月
の
児
童
図
書

ネ
コ
ナ
・
デ
ー
ル
船
長　

　
　
　

お
く
は
ら 

ゆ
め 

作
・
絵

ル
ラ
ル
さ
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
び

　
　
　
　
　

い
と
う 

ひ
ろ
し 

作

借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ

　
　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン 

作

う
ち
の
近
所
の
い
き
も
の
た
ち

　
　
　

い
し
も
り 

よ
し
ひ
こ 

著

仁
手
公
民
館　

☎
�
３
５
３
８

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ハ
ワ
イ
ア
ン

の
曲
に
合
わ
せ
て
、
優
し
く
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
講
師　

川
口　

明
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意  

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

11
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
料
理
教
室
（
お
正
月
料
理
）

　

年
末
で
疲
れ
ぎ
み
の
あ
な
た
を

い
や
し
て
く
れ
る
料
理
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時　

12
月
14
日
㈫　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

11
月
24
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
初
心
者
そ
ば
打
ち
教
室

　

初
め
て
の
人
で
も
、
そ
ば
打
ち

の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
格
的
な
年
越
し
そ
ば
を
打
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
～

　

正
午

講
師　

三
上　

元
一　

先
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）　

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き

申
込　

11
月
25
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館　

☎
�
２
４
８
４

◆
正
月
料
理
教
室

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
伊
達

巻
、
山
芋
き
ん
と
ん
、
鮭さ

け

の
海の

り苔

ロ
ー
ル
な
ど
お
い
し
い
料
理
を
作

り
ま
す
。　
　
　

日
時　

12
月
７
日
㈫　

午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館　

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）　

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器
、
筆
記

　

用
具

申
込　

11
月
18
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前９時30分〜午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　３日㈷（祝日休館日）
　　　　２日㈫・30日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス

http://www.lib.honjo.saitama.jp/

放送作家が教える
売れる雑談　　　
奥山 コーシン 著

チョコレートだいすき
ひさかたチャイルド
　　　　　　　　出版
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　みなさんのお越しをお待ちしています。
◆本庄東公民館（展示の部）☎�３４０４
日時　11 月 27 日㈯・28 日㈰　午前９時〜午後４時（28 日㈰は午後３時まで）
展示発表　編み物、絵手紙、ちぎり絵、書道、ししゅう、盆栽、写真、華道、茶道、籐

とう

細工、将棋
※お楽しみくじもあります。
※駐車場は、本庄東小学校、日の出児童センター、本庄東高等学校の各駐車場をご利用ください。
◆本庄南公民館☎�８７８５
日時　11 月 13 日㈯・14 日㈰　午前９時〜午後８時（14 日㈰は午後２時まで）
実演発表　囲碁、合唱、カラオケ、箏

そう

、新日本舞踊、茶道お手前、ゲートボール
展示発表　編み物、絵手紙、木目込人形、水彩画、ちぎり絵、篆

てんこく

刻、陶芸、レザークラフト
文書発表　料理、着物着付、卓球、ヨガ、社交ダンス
※チャリティバザーも開催します。
◆共和公民館☎�０３３７
日時　11 月 27 日㈯　午前 10 時〜午後４時（作品展示のみ）、28 日㈰　午前９時〜午後３時（作品展示・舞台発表）

「
秋
の
図
書
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す

　

読
書
の
秋
で
す
。
今
年
も
、
企
画
展
及
び
文
芸
講
演
会
・
朗
読
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
図
書
館

へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
「
本
庄
ゆ
か
り
の
文
芸
雑
誌
展
」

　

本
庄
ゆ
か
り
の
文
芸
雑
誌
を
展
示
し
ま
す
。
郷
土
に
生
ま
れ
、
育
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
17
日
㈬
～
28
日
㈰

会
場　

本
館
２
階
ホ
ー
ル

内
容　

本
庄
ゆ
か
り
の
同
人
誌
（
主
に
「
あ
し
た
」「
不
死
鳥
」「
修
羅
」）
の
写
真
・
パ
ネ
ル
紹
介
。
創

　

刊
号
を
含
む
貴
重
な
文
芸
雑
誌
の
展
示
な
ど
。

※
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

協
力　

本
庄
市
読
書
会
連
絡
協
議
会

●
文
芸
講
演
会

日
時　

11
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

会
場　

本
館
３
階
第
２
読
書
室

講
師　

松
本　

鶴
雄　

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
３
２
年
、
児
玉
郡

　

神
保
原
村
（
現
、
上
里
町
）
生
ま
れ
。
早
稲

　

田
大
学
第
一
文
学
部
卒
。
文
芸
評
論
家
。
埼

　

玉
県
立
本
庄
高
校
（
定
時
制
）
教
諭
か
ら
日

　

本
大
学
国
際
関
係
学
部
教
授
を
経
て
群
馬
県

　

立
女
子
大
学
教
授
。
現
在
、
日
本
大
学
大
学

　

院
講
師
。
専
攻
＝
比
較
文
学
（
二
十
世
紀
小

　

説
論
）、
日
本
近
代
小
説
。
埼
玉
文
芸
賞
選
考

　

委
員（
小
説
部
門
）。
埼
玉
文
芸
家
集
団
副
代
表
。

演
題　

「
文
芸
同
人
誌
と
こ
だ
ま
文
学
会
」

※
本
庄
ゆ
か
り
の
文
芸
同
人
誌
誕
生
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
こ
だ
ま
文
学
会
の
活
動
に
迫
り
ま
す
。

●
朗
読
の
会

　

朗
読
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
の
人
向
け
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

○
第
１
部　

H
onjō R

adio　

テ
ー
マ
《
ヘ

　

ン
リ
ー
・
ソ
ロ
ー
》

○
第
２
部　

朗
読
『
コ
ン
コ
ー
ド
川
と
メ
リ

　

マ
ッ
ク
川
の
一
週
間
』

協
力　

図
書
館
朗
読
の
会
「
ラ
・
ヴ
・
リ
」

　

の
み
な
さ
ん
、
山
口　

晃　

氏（
翻
訳
家
）



日　程
前原つどいの広場

｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「水曜ワクワクタイム」

午前10時～11時
11月10日㈬ 小関先生の ｢絵本と工作｣ 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会と折り紙あそび
11月17日㈬ 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 秋の果物作り 親子体操（講師：立石明子先生）
11月24日㈬ 誕生会とクリスマス製作 指人形で遊ぶ 小関先生の ｢お話の玉手箱｣
12月１日㈬ 牛乳パックの羽子板作り 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会とパネルシアター
12月８日㈬ 小関先生の ｢絵本と工作｣ 親子体操（講師：立石明子先生） クリスマス製作

日　程 内　容 会　場

11月５日㈮ 布で遊ぼう 前原児童センター
11月15日㈪ 収穫祭 日の出児童センター
12月３日㈮ 楽しいクリスマス 前原児童センター

　実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

11月７日㈰ 午前９時～11時 総合支所
回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００12月５日㈰

11月21日㈰ 午前９時～11時 市役所
午後１時～３時 市民プラザ

11月17日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

22

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０子育て支援のお知らせ（11月〜12月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン「ゆうゆう｣ のご案内

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市のホームページでご覧になれます。

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

産業建設課 ☎�1331(内線224）

　９月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計44,133㎏）
○生きびん　　3,458㎏　○その他のびん　18,564㎏　○飲料用缶　9,175㎏
○その他の缶　1,476㎏　○ペットボトル　11,460㎏

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」
　のみなさん
※お気軽にお越しください。事前の申
し込みは不要です。

集団資源回収予定表

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入手続きについて～

　児玉郡市に在住する人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が 100㎏以下については無料ですが、100㎏を超過
した場合、10㎏ごとに 40 円の手数料がかかります。（１日に何回でも搬入できます。）
　市役所や総合支所で、事前に手続きをする必要はありません。搬入できるごみの基準など詳しくは、小山川クリー
ンセンター（☎�８２００）へ直接お問い合わせください。

～廃テレビ・携帯電話は適正なリサイクルを！～
　2011 年７月 24 日から地上デジタル放送へ完全移行されます。不要となった廃テレビは、購入した小売店に引
き取りを依頼するか、もしくは買い替えの場合には新製品購入先の小売店に引き取りを依頼し、適正にリサイク
ルしてください。ご自分で処分する場合には郵便局・ゆうちょ銀行で手続きを行い、廃棄家電製品指定引取場所（関
東西濃運輸㈱本庄支店☎�３３１１）へお持ち込みください。（いずれの場合もリサイクル費用がかかります。）
　また、不要となった携帯電話・ＰＨＳ（電池、充電器含む）はモバイル・リサイクル・ネットワークへ加入し
ている携帯ショップで無料回収しています。どちらも貴重な資源として生まれ変わります。リサイクルにご協力
をお願いします。



県民相談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝交通事故相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 11月18日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室
市民課☎�１１１２

法 律
※予約制

11月24日㈬　午後１時〜４時
※11月の相談予約は、10月20日㈬に電話受付開始
※12月の相談予約は、11月22日㈪から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

12月８日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)

司法書士に
よ る 相 談

12月15日㈬・22日㈬
午後１時〜４時　定員＝各６人(先着順)

労働法律
※予約制

11月10日㈬　午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)
相談員＝弁護士　※10月20日㈬に電話受付開始 

不 動 産
※予約制

12月１日㈬　午後１時〜4時　定員＝6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※11月22日㈪から電話受付開始 

年 金
※予約優先

11月11日㈭・12月９日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

11月９日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
11月９日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
11月30日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

11月１日㈪・15日㈪・12月６日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結 婚

毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

11月10日㈬・24日㈬・12月８日㈬　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

市民相談 (11 月〜 12 月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
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障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　11月20日㈯　午後１時〜３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　11月26日㈮　午後１時30分〜３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　11月27日㈯　午前９時30分〜11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●ボッチャ練習会（身体障害のある人・その家族）
　　11月24日㈬　午後１時30分〜３時30分
　※エコーピアで実施。
●パソコン教室（身体障害のある人）
　毎週木曜日　午後１時30分〜３時30分



みんなのけんこう
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内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 11月18日㈭

午前９時30分〜11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 12月24日㈮
午前９時30分〜11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

カンガルー広場
( 情報交換 ･ 友達づくりの場 ) ０〜２歳児とその保護者 11月15日㈪

午前９時30分〜正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ

これからママになる人
会場：本庄市保健センター

11月10日㈬・12月８日㈬
午前10時〜正午

先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 11月６日㈯
午前９時30分〜正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

●育児相談・学級
【会場】児玉保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３〜４か月児健康診査
平成22年７月生まれ（本庄地域） 11月25日㈭ 本庄市保健センター
平成22年６月〜７月生まれ（児玉地域） 11月18日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９〜10か月児健康相談 平成22年１月生まれ（市内全域） 11月25日㈭ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成21年４月生まれ（本庄地域） 11月26日㈮ 本庄市保健センター
平成21年３月〜４月生まれ（児玉地域） 11月17日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成20年10月生まれ（市内全域） 11月24日㈬ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成19年10月生まれ（本庄地域） 11月24日㈬ 本庄市保健センター
平成19年９月〜10月生まれ（児玉地域） 11月16日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分〜10時、★印…午後１時〜１時30分

※対象者には通知します。
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『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

児玉保健センター　☎�５５４０ 本庄市保健センター　☎�２００３
※各保健センターへのお問い合わせは
　午前８時30分からです。　

※児玉保健センターは不在の場合もあります。事前に電話でお問い合わせください。
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※駐車場は、児玉総合支所又は　
　第２庁舎をご利用ください。

第２庁舎

児玉分署

コンビニ



11月３日㈷ 黒 岩 整 形 外 科 医 院 上里町七本木 ☎�０５５１
11月７日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎�２０４８
11月14日㈰ 恵 南 ク リ ニ ッ ク 見 福 ２ 丁 目 ☎�０００８
11月21日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎�８３３３
11月23日㈷ 本庄皮膚科形成外科医院 銀 座 ３ 丁 目 ☎�３２３３
11月28日㈰ 児玉清水クリニック 児 玉 町 児 玉 ☎�７５４３
12月５日㈰ 関 口 外 科 医 院 上里町神保原町 ☎�８２０８
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乳
歯
・
幼よ

う
じ
ゃ
く
え
い
き
ゅ
う
し

若
永
久
歯
（
※
）

の
外
傷
に
つ
い
て

　

子
ど
も
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ち
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日
常
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活
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中
で
家
庭
内
や
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園
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具
な
ど
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た
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で
け
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す
る
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あ
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ま
す
。

　

例
え
ば
、
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乳
歯
の
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合
に
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、
１
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～
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半
の
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児
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っ
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、
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ぐ
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た
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入
っ
た
り
す
る
け
が
が
多
く
見
ら
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発
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上
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、
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と
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よ
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療
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真
を
撮
り
、
歯

根
に
亀
裂
が
あ
る
と
き
は
、
程
度

に
よ
り
ま
す
が
、
自
然
治
癒
し
結

合
し
ま
す
。

　

ま
た
、
位
置
が
ず
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
元
の
位
置
に
戻
し
て
適

切
に
固
定
し
安
静
に
保
つ
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
治
療
の
当
日

は
、
歯
の
位
置
が
ふ
た
た
び
ず
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　

歯
が
破
折
し
て
歯
髄
が
見
え
て

い
る
と
き
は
、
歯
髄
を
保
存
し
、

根
が
完
成
す
る
ま
で
経
過
を
見
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
完
全
に
破

折
し
て
い
る
と
き
は
抜
歯
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
歯
や
幼
若
永
久
歯
の
外
傷
の

ほ
と
ん
ど
は
、
歯
に
限
ら
れ
て
い

て
、
歯
の
周
り
の
骨
ま
で
折
れ
る

ケ
ー
ス
は
交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
強
い
力
を
受
け
た
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ

と
が
あ
る
場
合
に
は
、
歯
科
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
幼
若
永
久
歯
と
は
、
永
久
歯
の

萌
え
始
め
の
歯
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご 利 用 く だ さ い 。 県 内 で あ れ ば 、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日、祝日、年末年始 午前９時～
　午後11時

★119番は、緊急時（火災やけが
人など）の受付専用電話番号で
す。夜間など、時間外に診療可能
な病院については、児玉郡市広域
消防本部指令課（☎�1119）でご
案内していますので、ご利用くだ
さい。ただし、診療科目によって
は、県外や児玉郡市以外の病院を
ご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時〜 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

休 日 急 患 の 診 療

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会
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　本庄市を全国にPRするキャラクターとして、デザインを公募。1,150点
の応募の中から選ばれたデザインをもとに“はにぽん”が生まれました。

先㟢　淳さん（東京都中野区在住）

白砂　怜南さん（市内在住）、冨田　雅さん（市内在住）、永井　保之さん（上里町在住）、中兼　康浩さん（市内在住）、仲澤　貴子さん（市内在住）
中野　佳美さん（群馬県太田市在住）、原田　花香さん（市内在住）、福田　さやかさん（市内在住）、山田　由美子さん（上里町在住）

　デザインと愛称の募集に際して、たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。なお、先㟢　淳さん（デザインの生みの親）
と中兼　康浩さん（名付け親代表）に、それぞれ賞状と副賞を贈呈しました。
＊名付け親のみなさんは、ひらがなの“はにぽん”で応募いただいたみなさんです。

◇本庄まつり（11月３日㈷　正午頃）
　場所：市民プラザ周辺
◇こだま秋まつり（11月３日㈷　午後４時頃）
　場所：上町交差点付近
◇ゆるきゃら®さみっと in 羽生（11月28日㈰）
　場所：羽生水郷公園
◇第20回本庄商業祭楽市（11月28日㈰）
　場所：銀座通り
◇児玉商工会創立50周年記念式典（11月28日㈰）
　場所：セルディ
※天候等によりお出かけできないこともあります。

　「あんなところやこんなところで、“はにぽん”のデザイン
を使いたい！」とお考えのみなさん！
　ぜひ使って“はにぽん”を盛り上げてください。

※営利目的等によるデザインの使用にあたっては、事前の申請
が必要となる場合があります。詳しくは、企画課（市役所３階）
又は“はにぽんオフィシャルサイト”でご確認ください。

〜はにぽんオフィシャルサイト〜
http://www.city.honjo.lg.jp/hanipon/

本庄市マスコット“はにぽん”についてのお問い合わせは、企画課（☎�１１５７）へ

　親しみやすく、愛されるキャラクターを目指し、市内の小中学校に通う
みなさんに投票をお願いしました。その結果、一番多く票を集めた“はに
ぽん”を愛称と決定しました。

　「出来上がったデザインにふさわしい名前を付けてもらいたい！」と愛
称についても公募を行いました。その結果集まった718点の応募について
実行委員会による選考を行い、５点を選考しました。

休日急患診療のご案内は25ページをご覧ください。
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